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	令和８年６月号 下川町社会福祉協議会
	　先月号では、普段からのちょっとした挨拶が、いざと言う時の安心を支える第一歩になることをお伝えしました。 今月は、皆さんの「挨拶の中での気づき」や、「暮らしのちょっとした困りごと」を一緒に考える、私たち「生活支援コーディネーター（SC）」の役割について改めて紹介します。

	生活支援コーディネーターって（SC）ってどんなことをしているの？
	SCは皆さんの 「困ったな」を 一緒に考える役割です。
	「こんなことでも大丈夫！
	\ 例えば、こんな相談があります/
	皆さんの日々の暮らしが少しでも安心なものになるよう、いつでもお待ちしています。

	7月の予定
	つながろっかい
	つながるカフェ「浴衣を着よう！」


